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『
陽
明
学
』
和
文
原
稿
投
稿
要
領

（
２
０
１
８
．
４　

制
定
）

１
．
投
稿
原
稿

　
（
１
）
論
文
の
内
容
は
、
陽
明
学
を
中
心
と
す
る
学
術
的
論
考
と
す
る
。

　
（
２
）
投
稿
原
稿
は
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
ま
た
は
縦
書
き
の
手
書
き
原
稿
と
し
、
3
部
を
配
送
証
明
付
郵
便
で
提
出
す
る
。
投
稿
原
稿
は
返
却
し

な
い
。

　
（
３
）
原
稿
の
枚
数
は
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
60
枚
以
内
と
す
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
用
紙
サ
イ
ズ
は
Ａ
4
版
、

1
行
30
字
、
毎
ペ
ー
ジ
40
行
、
文
字
は
10
・
５
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
全
体
の
枚
数
を
第
1
ペ
ー

ジ
の
見
や
す
い
箇
所
に
明
記
す
る
こ
と
。

　
（
４
）
論
文
に
は
「
投
稿
者
の
簡
単
な
紹
介
」
及
び
「
英
文
題
目
」
を
添
付
す
る
。

２
．
掲
載
決
定

　
（
１
）
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
が
最
終
的
な
採
否
決
定
を
す
る
。
な
お
、
編
集
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、
査
読
を
実
施
す
る
場
合

が
あ
る
。

　
（
２
）
投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
が
決
定
と
な
っ
た
際
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
、
あ
る
い
は
リ
ッ
チ
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
再
提
出
す
る
。
提
出
方
法
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
電
子
媒
体
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
・
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Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
）
と
す
る
。

３
．
校
正

　
（
１
）
執
筆
者
校
正
は
初
校
の
み
と
し
、
誤
植
な
ど
の
最
小
限
の
訂
正
に
限
る
。

４
．
抜
刷

　
（
１
）
執
筆
者
に
は
、
掲
載
論
文
誌
5
部
、
抜
刷
30
部
を
進
呈
す
る
。
た
だ
し
、
抜
刷
の
追
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
申
し
出
を
必
要
と
し
、

実
費
を
徴
収
す
る
。

以
上




